
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

事務局だより 
２０２１年度 

（通算 NO，20） 

２０２１・１１・２０ 

般社団法人 

非常事態宣言が解除されました。コロナの感染者が異常な数で減
少しています。嬉しい状況ではありますが、あまりにも極端な減少傾
向は少し不安でもあります。上手くこのまま落ち着いてくれると良
いのですが。 
さて、日展が開催されました。うれしい初入選、３名の方の言葉を裏
面に載せました。 
 

.

１

０ 
般

社

団

法

人 

〇 日展始まる 
〇 巡回展報告 

裏面 〇＜特集＞ 日展報告  
 
 
 

コロナ禍への安全対策を徹底することにより、文化芸術は不要不急の対象

ではなく、むしろ社会全体が不安を抱えている今だからこそ、心穏やかに鑑賞

して頂けたらとの想いで開催させていただきました。やはり思った以上に大好

評で出品作家の皆さんに 唯々感謝です。  

京都支部は、これまですべての展覧会を開催した事で、部員の減少もなく、

体調の優れない支部員まで進んで出品したり、前向きの人が多く感心させら

れます。但し、支部公募展に関しては年々高齢化による減少傾向があり今後

の課題でもあります。会期中、毎日会場にいて感じたことは、支部員夫々が安

全対策は勿論の事、当番日以外でも会場に来て、鑑賞者に対応したり、受付

の代行をしたりと気配りされていることを目の当たりにして感動しました。 

この過酷な状況下だからこそ、想い遣りの心の繋がりが強まり、マイナス面

だけでない事に気がつかされ、いろいろな意味で心に響く展覧会でした。 

京都支部長 荒井まき子 

京都表彰式 ソーシャルディスタンスをとって 

集合写真もマスクをつけて 

第
８
回 

日
展
が
国
立
新
美
術

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

示
現
会
か
ら
も
、
初
入
選
３
名
を

含
め
３
２
名
、
そ
し
て
審
査
員
を
務

め
た
井
上 

武
（
示
現
会
事
務
責
任

者
・
日
展
特
別
会
員
）
は
じ
め
、
成

田
禎
介
（
特
別
会
員
）、
中
川
澄
子
、

佐
藤
祐
治
、
錦
織
重
治
、
大
渕
繁
樹

（
以
上
日
展
会
員
）
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
示
現
会
と
し

て
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
自
祝

会
」
は
今
回
も
実
施
い
た
し
ま
せ
ん

で
し
た
。 

会
場
に
お
出
か
け
の
際
は
交
通

機
関
、
宿
泊
、
飲
食
な
ど
に
十
分
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
美
術

館
で
は
マ
ス
ク
の
装
着
等
、
鑑
賞
の

た
め
の
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の

で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

裏
面
に
は
特
集
と
し
て
今
年
度

審
査
員
の
井
上
武
常
務
理
事
の
「
日

展
に
つ
い
て
」
と
初
入
選
の
こ
と

ば
、
日
展
会
員
の
方
々
の
作
品
解
説

を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。 

  

 

２０２１年度の研究会 

参加者数 

１月１７日 ４７名 

２月１４日１１６名 

６月 ６日 ６９名 

７月 ８日 ６８名 

８月１５日 ６５名 

９月１９日１１７名 

❊ 合計 ４８２名 

 

 

１月の研究会 １月１６日    締め切り １月１０日（月）        

２月の研究会 ２月２０日    締め切り ２月１４日（月）        

 

今年度の研究会は全てリモート研究会となりました。 

１月、２月は第７４回示現会展に向けての研究会。そして、６月、７月、８月、９月は日展、奨

励展に向けての研究会と位置付けての開催でした。 

勿論、全ての研究会はどこに出品ということでもなく日ごろ制作している作品も大歓

迎で、多くの方々から参加できてよかったという声をいただきました。 

２１年度は、６回実施、５００名近い方が参加しました。 

コロナ禍という状況が続きましたが、講師の先生方、また資料つくり、撮影等どうして

も必要な最小限の係の方の尽力で研究会が実施出来ました。 

今の状況を鑑み、１月、２月はリモートで行います。７５周年記念展に向けての作品が主な

対象になります。ぜひ多くの方々の参加をお待ちします。 

 

 



  

 

     

  

 

 

 

 

 

 

今回の日展で示現会からの初入選は３名でした。 
残念なのは、昨年初入選された方が、今回は一人
も入選できなかったことです。力がありながら落
選となった方々の奮起を期待します。 
 

 

石井則子  「バイオリン
を奏でるあかり」 

モデルの「あかり」さん
はバイオリン奏者です。 
私にとって描きたい、モ
デル、モチーフとの巡り
会いであった。 
この作品は、青をテーマ
に目には見えない、世界
が加わることで、よりドラ
マ性が生まれた。バック
には幾重にも色を重ね
下地の色（ウルトラマリー
ン）をわずかに浮かび上
がせる工夫をし、この絵
から「バイオリンの音色
が静かに聴こえてくるよ
うな錯覚を覚える」と、
そんなことを目指して描
きました。 
ご指導いただきました先
生たちに深く感謝申し上
げます。 

助川和彦    
「ホトハル神殿の番人」 
大渕繁樹先生のご指導
の元「絵で表現すること
はどういう事か？」基本
から教えていただいてい
ます。 
なるほど！、なるほど！
の連続です。続ける中で
少しずつ前進できている
のかな、と実感できるの
は実に嬉しいことです。 
本年の示現会展で佳作
賞をいただき、これをき
っかけに思い切って、日
展に初出品したところ本
人もびっくりの入選。大淵
先生はじめ、リモート研究
会での具体的なわかりや
すい指摘をくださった先
生方に心から感謝申し上
げます。 

大野新一   
「田代島の猫たち」 
長年の目標だった日展
に、１１回目で入選するこ
とが出来、とても嬉しい
です。 
 １０年前に、初めて日
展に出品した時、会の研
究会でバックは日展級
だが、人物は良くないの
で消しなさい、と言われ
ました。人物を消したら、
何も残らないとそのま
ま出品したが、やっぱり
落ちました。思えば、あ
の時の指摘は的確だっ
たんだ、と思いました。 
 絵は難しいですが、精
進を重ね、２回、３回と入
選できるよう頑張りたい
と思います。 

 

こ
の
事
務
局
だ
よ
り
が
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
こ
ろ
、
今

年
の
日
展
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
入
選
数
の
面
か
ら
言
う

と
、
決
し
て
満
足
い
く
結
果
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
実
力
で
入
選
を
勝
ち
取
っ
た
人
が
三
二
名
も
い
る
と
い

う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
展

系
と
称
さ
れ
る
公
募
団
体
は
７
団
体
あ
り
ま
す
。
光
風
、
白
日
、

東
光
、
日
洋
、
一
水
、
創
元
そ
し
て
示
現
会
で
す
。
各
団
体
か

ら
審
査
員
が
集
め
ら
れ
一
九
名
で
審
査
し
ま
す
。
各
会
派
の
審

査
員
数
も
一
名
か
ら
四
名
と
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
各
会
派

の
絵
の
傾
向
も
ま
ち
ま
ち
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
入
選
を
し
た

作
品
は
、
傾
向
の
違
う
他
会
派
の
審
査
員
の
賛
同
を
得
た
の
で

す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
，
会
派
を
超
え

た
普
遍
的
な
も
の
、
何
か
人
を
ひ
き
つ
け
る
要
素
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
モ
チ
ー
フ
の
斬
新
性
、
確
り
し
た
描
画
技
術
・
デ

ッ
サ
ン
力
、
構
成
力
、
魅
力
的
な
色
感
、
そ
し
て
何
よ
り
作
者

の
熱
が
伝
わ
っ
て
き
た
か
、
こ
れ
が
一
番
で
し
ょ
う
。 

モ
チ
ー
フ
に
向
か
い
ス
ケ
ッ
チ
を
し
、
最
後
に
キ
ャ
ン
バ
ス
に

下
絵
を
移
す
ま
で
に
何
枚
も
何
枚
も
、
紙
に
鉛
筆
（
素
材
は
問

い
ま
せ
ん
）
で
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
モ
チ
ー

フ
の
選
択
、
構
成
・
構
図
の
検
討
、
色
彩
の
選
択
等
々
、
紙
が 

真
っ
黒
に
な
る
ま
で
デ
ッ
サ
ン
を
繰
り
返
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
過
程
に
慣
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
も
、
初
め

て
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
向
か
う
気
持
ち
で
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

感
は
あ
り
ま
し
た
か
。
あ
っ
た
人
は
入
選
、
慣
れ
で
描
い
た
人

は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
ハ
ラ
ハ
ラ
感
は
審
査
の
時
に

伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
会
の
研
究
会
も
、
そ
の
ハ
ラ
ハ
ラ

感
を
教
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
各
自
の

絵
に
対
す
る
熱
情
で
す
か
ら
。 

 

日展について 
第８回日展審査員 井上 武 

岐阜新聞で、岐阜支部の内木さんの記事がありました。紹介します。 

ＮＯ,１０で示現会会館の紹介をしまし
たが、事務室の受付時間が間違えていま
した。お詫びして訂正します。 
水曜・木曜定休日 
開館時間 
9：30～18：00 

アトリエを利用しての絵画教室はコロナ対

策を取りながら開催いたします。大作教室

を含め各教室の開催状況は研究所までお

問い合わせください。    
 

03-03-3824-9128 
 
 
 

 


